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動
き
出
し
た
国
債
の
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
（
２
）

〜
現
状
と
問
題
点
〜

福
本
　
　
葵

１
　
は
じ
め
に

二
〇
〇
一
年
一
月
四
日
、
我
が
国
に
お
い
て
国
債
の
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
（R

eal
tim

e
gross

settlem
ent

、
即
時
グ
ロ
ス
決
済
）
が
稼
動

し
た
。
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
と
は
、
一
件
一
件
の
個
別
の
資
金
、
証
券
の
受
渡
を
、
フ
ァ
イ
ナ
リ
テ
ィ
を
付
与
し
て
、
即
時
に
行
う
決
済
方
法

で
あ
る
。
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
に
よ
っ
て
、
国
債
決
済
は
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
か
ら
遮
断
さ
れ
る
。
前
号
で
は
、
動
き
出
し
た
国
債
の
Ｒ

Ｔ
Ｇ
Ｓ
の
制
度
概
要
に
つ
い
て
述
べ
た
。
本
号
で
は
、
国
債
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
の
現
状
お
よ
び
問
題
点
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

２
　
運
営
の
実
態

（
１
）
手
控
え

ま
ず
、
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
の
運
営
の
実
態
を
見
て
み
よ
う
。
国
債
決
済
の
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
を
遮
断
す
る
た
め
に
、
数
年
前
か
ら

計
画
さ
れ
て
い
た
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
が
、
二
〇
〇
一
年
一
月
四
日
稼
動
し
た
。
初
日
は
目
立
っ
た
シ
ス
テ
ム
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
順
調
な
滑

り
出
し
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
新
発
十
年
国
債
発
行
の
一
月
二
五
日
も
注
意
を
要
す
る
日
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ

の
日
も
大
き
な
混
乱
は
な
か
っ
た
。
初
日
は
混
乱
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
市
場
関
係
者
が
初
日
の
決
済
を
極
力
回
避
し
た
こ



と
が
背
景
に
あ
る
（
１
）。

ま
た
、
一
月
二
五
日
の
決
済
分
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
そ
の
日
の
受
渡
を
翌
日
以
降
に
す
る
な
ど
の
措
置
が
取

ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

日
本
銀
行
が
発
表
す
る
一
月
の
決
済
動
向
を
み
る
と
、
国
債
の
振
替
口
座
振
替
の
振
替
金
額
が
二
八
兆
円
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の

九
ヶ
月
間
連
続
し
て
四
〇
兆
円
を
超
え
て
い
た
の
に
比
べ
る
と
減
少
し
て
い
る
。（
表
１
）。
こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
初
日
や
要

注
意
日
に
限
ら
ず
、
国
債
の
売
買
が
手
控
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
の
が
一
月
の
傾
向
で
あ
る
。

当
初
見
ら
れ
た
手
控
え
は
、
二
月
、
三
月
に
な
る
と
回
復
し
て
い
る
。
先
ほ
ど
の
決
済
動
向
を
見
て
も
、
二
月
の
国
債
振
替
決
済

口
座
振
替
金
額
は
四
一
兆
円
、
三
月
は
四
〇
兆
円
と
な
っ
て
お
り
、
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
導
入
前
の
水
準
ま
で
、
概
ね
回
復
し
た
と
見
ら
れ

る
。

（
２
）
フ
ェ
イ
ル

Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
の
導
入
と
と
も
に
、
フ
ェ
イ
ル
を
行
う
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
日
本
に
お
い
て
は
、
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
導
入
以

前
、
フ
ェ
イ
ル
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
導
入
に
際
し
、
フ
ェ
イ
ル
を
認
め
る
必
要
性
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
、
Ｒ

Ｔ
Ｇ
Ｓ
導
入
と
と
も
に
、
売
り
方
か
ら
の
フ
ェ
イ
ル
の
み
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
日
本
証
券
業
協
会
が
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
導
入
に

際
し
発
表
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、「
国
債
の
即
時
グ
ロ
ス
決
済
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
お
い
て
、「
フ
ェ
イ
ル
と
は
国
債
の
受

け
方
が
そ
の
渡
し
方
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
決
済
日
が
経
過
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
対
象
債
券
を
受
け
渡
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

い
う
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
（
３
）。

導
入
後
の
一
月
一
九
日
に
は
内
外
の
証
券
会
社
、
銀
行
、
短
資
会
社
、
二
〇
社
が
関
係
す
る
フ
ェ
イ
ル
が
発
生
し
た
（
図
１
）
（
２
）。

こ
の
日
の
フ
ェ
イ
ル
で
、
受
渡
が
不
能
と
な
っ
た
銘
柄
は
二
〇
〇
〇
年
八
月
発
行
の
一
〇
年
国
債
、
二
二
三
回
八
月
債
で
あ
っ
た
。

（42）
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表１　決済動向（平成13年３月）

（注１）振決口座振替とは、日銀にある国債振替決済制度の参加者帳簿における口座振替を指し、移
転登録とは、国債登録簿における登録記名社の変更のことを指す。同時担保受払とは、日銀が
提供する国債DVP同時担保受払機能を用いた口座振替を指す。

（注２）本統計の計数は国債代用証書に係る振決口座振替および移転登録を除くベース（以下の計表
についても同様。但し、12年12月迄は国債代用証書に係る振決口座振替および移転登録を含む
ベース）。

（出所）日本銀行、http://www.boj.or.jp/seisaku/99/seisaku.P.htm）

（件数） ──件、（ ）内は前年比％
振　決　口　座　振　替 移　転　登　録

振 替 件 数 請 求 件 数うちDVP うちDVP
10年 3,133（＋9.4） 1,618（＋28.0） … （…） 4,935（＋2.7） 3,599（＋31.9）
11 4,281（＋36.6） 2,686（＋66.0） … （…） 3,902（－20.9） 2,768（－23.1）
12 8,361（＋95.3） 5,718（2.1倍） … （…） 578（－85.2） 225（－91.9）

12/  3月 7,259（2.3倍） 4,757（2.9倍） … （…） 1,021（－78.0） 494（－85.3）

12 8,673（＋75.2） 5,529（＋70.8） … （…） 290（－75.7） 18（－96.8）
13/  1 7,930（＋39.2） 5,326（＋41.7） 5,207（…） 116（－89.5） 2（－99.6）

2 11,560（＋52.3） 8,098（＋56.0） 7,949（…） 163（－87.9） 5（－99.3）
3 11,779（＋62.3） 8,427（＋77.1） 8,252（…） 176（－82.8） 2（－99.6）

4 8,879（2.6倍） 5,980（3.1倍） … （…） 703（－85.6） 330（－90.8）
5 8,911（2.2倍） 6,037（2.6倍） … （…） 610（－87.9） 230（－93.9）
6 8,697（2.1倍） 5,984（2.4倍） … （…） 497（－89.0） 201（－93.9）
7 9,159（2.1倍） 6,584（2.4倍） … （…） 361（－91.8） 107（－96.8）
8 8,679（2.1倍） 6,205（2.4倍） … （…） 303（－92.7） 69（－97.7）
9 8,152（＋79.5） 5,650（＋99.0） … （…） 257（－92.5） 29（－98.7）

10 9,113（＋45.2） 6,265（＋38.1） … （…） 236（－89.7） 26（－97.9）
11 9,366（＋47.5） 6,556（＋42.6） … （…） 268（－85.4） 15（－98.4）

うち同時担保受払

（金額） ──億円、（ ）内は前年比％
振　決　口　座　振　替 移　転　登　録

振 替 金 額 請 求 金 額うちDVP うちDVP
10年 174,005（＋17.9） 83,397（＋32.2） … （…） 169,277（＋21.4） 132,073（＋40.1）
11 252,240（＋45.0） 131,425（＋57.6） … （…） 117,574（－30.5） 93,747（－29.0）
12 419,178（＋66.2） 257,756（＋96.1） … （…） 17,975（－84.7） 9,526（－89.8）

12/  3月 354,739（＋90.1） 196,637（2.3倍） … （…） 30,652（－77.8） 18,754（－82.8）

12 426,028（＋70.1） 269,962（2.1倍） … （…） 5,053（－84.5） 180（－99.2）
13/  1 280,387（－0.2） 157,567（＋7.5） 153,661（…） 1,486（－95.0） 8（－100.0）

2 410,051（＋7.6） 248,836（＋19.9） 244,899（…） 1,625（－95.7） 38（－99.8）
3 402,716（＋13.5） 252,296（＋28.3） 247,418（…） 1,225（－96.0） 31（－99.8）

4 435,214（＋99.8） 250,279（2.4倍） … （…） 27,671（－81.5） 14,948（－87.5）
5 451,318（＋75.7） 272,342（＋98.8） … （…） 27,281（－82.3） 16,063（－87.5）
6 431,655（＋60.3） 277,177（2.1倍） … （…） 21,665（－84.7） 12,441（－89.4）
7 448,697（＋57.3） 292,743（＋96.7） … （…） 12,006（－90.9） 4,674（－95.7）
8 476,431（＋72.1） 294,708（2.1倍） … （…） 8,520（－93.1） 3,173（－96.9）
9 401,543（＋43.7） 269,989（＋88.9） … （…） 7,045（－92.2） 1,133（－98.4）

10 453,778（＋32.0） 288,818（＋41.6） … （…） 4,911（－92.8） 684（－98.5）
11 476,441（＋42.8） 317,152（＋63.6） … （…） 4,842（－91.2） 235（－99.4）

うち同時担保受払



一
月
一
九
日
に
発
生
し
た
フ
ェ
イ
ル

は
ル
ー
プ
状
の
も
の
で
あ
る
。
ル
ー

プ
と
は
取
引
が
円
状
に
閉
じ
て
し
ま

う
も
の
を
い
う
。
例
え
ば
、
図
２
の

よ
う
に
、
Ａ
証
券
会
社
は
Ｂ
証
券
会

社
に
国
債
を
売
却
す
る
契
約
を
し
た

と
す
る
。
Ｂ
証
券
会
社
は
そ
の
国
債

を
Ｃ
証
券
会
社
に
売
却
す
る
契
約
を

し
て
い
た
。
し
か
し
、
実
は
、
Ａ
証

券
会
社
は
当
該
国
債
を
Ｃ
証
券
会
社
か
ら
購
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
手
当

て
す
る
予
定
を
し
て
い
た
場
合
、
ル
ー
プ
が
発
生
す
る
。
ル
ー
プ
の
場
合
、

売
買
の
対
象
と
な
る
国
債
が
存
在
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
取
引
が

次
々
と
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
。
一
月
一
九
日
に
発
生
し
た
ル

ー
プ
に
よ
る
フ
ェ
イ
ル
は
こ
の
よ
う
な
単
純
な
も
の
で
は
な
く
、
多
く
の
参
加
者
が
関
与
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ル
ー
プ
取
引
は
国

債
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
他
の
債
券
に
つ
い
て
も
発
生
し
得
る
。
現
在
、
社
債
の
中
継
機
関
で
あ
る
株
式
会
社
債
券
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
主
た
る
業
務
の
一
つ
に
ル
ー
プ
取
引
発
生
の
解
消
が
あ
る
。
国
債
に
は
こ
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
機
関
が
存
在
し
な
い
の

で
、
別
の
方
法
に
よ
っ
て
解
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ル
ー
プ
取
引
と
な
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
証
券
の
手
当
て
が
で
き
れ
ば

フ
ェ
イ
ル
に
は
な
ら
な
い
。
前
記
の
例
で
い
え
ば
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
証
券
会
社
の
う
ち
一
社
が
レ
ポ
市
場
等
、
外
部
か
ら
売
買
対
象
と
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な
る
証
券
を
手
当
て
す
れ
ば
よ
い
。
一
月
一
九
日
発
生
の
フ
ェ
イ
ル
に
お
い
て
も
、
翌
日
に
は
レ
ポ
市
場
か
ら
の
調
達
に
よ
っ
て
、

ル
ー
プ
を
解
消
し
て
い
る
。

（
３
）
レ
ポ
市
場

推
奨
す
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
フ
ェ
イ
ル
の
発
生
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
整
備
さ
れ
た
レ
ポ
市
場
の
存
在

が
不
可
欠
と
な
る
。
売
買
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
国
債
を
レ
ポ
市
場
か
ら
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
フ
ェ
イ
ル
の
発
生
率
は
低

下
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
レ
ポ
市
場
に
お
い
て
、
高
い
流
動
性
が
保
た
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
昨
年
末
か
ら
一
月
頃
ま

で
債
券
の
貸
借
取
引
は
縮
小
傾
向
に
あ
っ
た
。
日
本
証
券
金
融
の
成
約
額
（
額
面
金
額
）
は
、
昨
年
一
一
月
、
一
二
兆
一
〇
三
六
億

円
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
、
一
二
月
は
五
兆
一
四
四
五
億
、
一
月
は
三
兆
五
六
七
四
億
と
な
っ
て
い
る
（
表
２
）。
こ
の
よ
う
に
、
一

月
は
、
機
関
投
資
家
は
、
保
有
す
る
債
券
を
レ
ポ
市
場
で
貸
出
す
る
取
引
を
控
え
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
機
関
投
資
家
の
保

有
す
る
債
券
が
減
少
し
、
自
ら
が
フ
ェ
イ
ル
を
招
く
こ
と
に
危
機
感
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
月
に
入
る
と
状
況

が
変
化
し
て
い
る
。
債
券
貸
借
取
引
は
成
約
額
で
一
〇
兆
二
千
九
四
一
億
と
昨
年
十
一
月
の
ペ
ー
ス
に
迫
る
勢
い
で
回
復
し
て
い
る
。

続
く
三
月
に
お
い
て
も
、
九
兆
七
千
三
八
九
億
円
と
回
復
傾
向
は
持
続
し
て
い
る
。

４
　
国
債
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
の
問
題
点

（
１
）
国
債
市
場
懇
談
会

で
は
、
次
に
国
債
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
の
問
題
点
を
考
え
る
。
昨
年
、「
国
債
の
消
化
を
一
層
確
実
か
つ
円
滑
な
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、

国
債
市
場
の
整
備
を
進
め
て
い
く
た
め
、
市
場
関
係
者
・
有
識
者
等
か
ら
意
見
を
聴
取
す
る
。」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
大
蔵
省
に

（45）
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表２　日証金債券貸借取引状況
申込日基準 単位：億円

年度・月中 成約額（額面金額） 構成比
（Ｂ／Ａ）

４（1992） 135,573 0.0％

６（1994） 303,162 0.1％
７（1995） 418,821 5.2％
８（1996） 449,378 35.6％

11月 121,036 98.0％
12月 51,445 92.8％
１月 35,674 99.8％
２月 102,941 96.4％
３月 97,389 97.4％

うち現金担保付取引
（Ｂ）

51

180
21,909

159,949

118,587
47,750
35,594
99,273
94,814

９（1997） 463,762 261,394 56.4％
10（1998） 569,623 320,186 56.2％
11（1999） 469,754 383,304 81.6％
12（2000） 884,105 848,090 95.9％

11（1999）上期 226,942 169,814 74.8％
４月 38,196 23,511 61.6％
５月 21,907 15,389 70.2％
６月 33,294 24,187 72.6％
７月 53,099 42,529 80.1％
８月 43,555 33,957 78.0％
９月 36,891 30,241 82.0％

11（1999）下期 242,812 213,490 87.9％
10月 47,128 41,599 88.3％
11月 34,765 31,183 89.7％
12月 24,624 20,898 84.9％
１月 35,831 32,310 90.2％
２月 55,971 51,808 92.6％
３月 44,493 35,692 80.2％

12（2000）上期 344,687 324,788 94.2％
４月 41,298 37,170 90.0％
５月 46,398 44,142 95.1％
６月 45,588 41,238 90.5％
７月 56,309 53,340 94.7％
８月 72,095 68,883 95.5％
９月 82,999 80,015 96.4％

12（2000）下期 539,418 523,302 97.0％
10月 130,933 127,284 97.2％

（Ａ）

５（1993） 268,270 75 0.0％

（注）現金担保付取引の金額は、平成９年度以前は下記算式により算出。
普通取引現金担保残高積数普通取引成約額×――――――――――――＋現金担保付取引成約額普通取引貸出残高積数

（出所）証券金融　平成13年４月　No502より



発
足
し
た
国
債
市
場
問
題
懇
談
会
は
、
財
務
省
に
引
き
継
が
れ
た
。
二
〇
〇
一
年
三
月
二
七
日
、
国
債
市
場
問
題
懇
談
会
は
、
数
回

に
渡
る
関
係
会
社
か
ら
の
報
告
を
も
と
に
、「
国
債
の
流
通
市
場
に
お
け
る
流
動
性
向
上
の
た
め
の
提
言
」
を
整
理
し
た
。
こ
れ
は
、

現
在
の
国
債
流
通
市
場
の
問
題
点
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
問
題
点
は
、
Ａ．
「
発
行
当
局
が
取
組
み
に
つ
い
て
、
速
や
か
に
ス

タ
ン
ス
や
方
向
性
を
示
せ
る
テ
ー
マ
」
Ｂ．
「
発
行
市
場
に
つ
い
て
の
議
論
も
踏
ま
え
、
更
に
掘
り
下
げ
て
議
論
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
テ
ー
マ
」
Ｃ．
「
関
係
方
面
に
検
討
を
依
頼
す
べ
き
テ
ー
マ
」
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
（
４
）。

国
債
市
場
問
題
懇
談
会
で
は
、
流

通
市
場
全
般
に
関
わ
る
問
題
点
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
決
済
に
関
係
す
る
問
題
の
み
を
拾
い
上
げ
る
と
、
ま
ず
、
Ａ
に

保
有
形
態
の
簡
素
化
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
物
国
債
、
登
録
国
債
、
振
決
国
債
と
現
在
、
三
つ
に
分
か
れ
て
い
る
保
有
形
態
を
振
決

国
債
に
一
本
化
し
、
か
つ
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
５
）。

さ
ら
に
、
Ｃ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
清
算
機
関
の
創

設
、
フ
ェ
イ
ル
・
ル
ー
ル
の
整
備
、
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
の
完
全
化
は
ま
さ
に
決
済
制
度
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
定
着

①
　
フ
ェ
イ
ル
と
は

フ
ェ
イ
ル
は
言
い
か
え
れ
ば
決
済
の
繰
り
延
べ
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
カ
ナ

ダ
と
い
っ
た
国
に
お
い
て
フ
ェ
イ
ル
の
慣
行
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
国
で
は
、
一
般
に
、
売
り
方
フ
ェ
イ
ル
と
買
い
方
フ
ェ
イ
ル

の
両
方
が
あ
る
。
売
り
方
側
か
ら
の
フ
ェ
イ
ル
と
は
、
決
済
日
に
な
っ
て
も
売
買
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
証
券
を
渡
す
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
に
生
じ
る
。
買
い
方
側
の
フ
ェ
イ
ル
と
は
、
代
金
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
生
じ
る
。
フ
ェ
イ
ル
が
慣
行
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
国
に
お
い
て
、
フ
ェ
イ
ル
は
必
ず
し
も
失
策
で
は
な
く
、
市
場
の
安
全
策
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
フ
ェ
イ
ル
は
ス
ク
イ
ー
ズ
対
策
と
し
て
機
能
す
る
。
ス
ク
イ
ー
ズ
と
は
、
投
機
的
な
債
券
の
買
占
め
を
意
味
す
る
。
フ
ェ
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イ
ル
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
逆
手
に
取
り
、
需
要
の
高
い
債
券
の
銘
柄
を
意
図
的
に
買
い
占
め
て
品
薄
に
し
、
価
格
が
高
騰

し
た
と
こ
ろ
で
売
り
抜
け
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
国
債
市
場
に
お
い
て
は
、
一
九
九
九
年
九
月
五
日
に
ス
ク
イ
ー
ズ
が
発
生
し
た
。

こ
の
時
は
、
九
六
年
九
月
限
の
先
物
の
最
割
安
銘
柄
で
あ
っ
た
一
〇
年
一
六
〇
、
一
六
三
債
の
現
物
を
あ
ら
か
じ
め
買
い
集
め
、
そ

れ
と
と
も
に
先
物
に
も
買
い
を
し
か
け
て
お
い
て
、
決
済
用
の
物
件
を
手
当
て
で
き
な
い
投
資
家
に
高
値
で
売
却
、
ま
た
は
先
物
を

買
い
戻
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
（
６
）。

フ
ェ
イ
ル
は
ス
ク
イ
ー
ズ
対
策
の
一
つ
で
あ
る
。
フ
ェ
イ
ル
を
実
行
で
き
る
と
、
そ
の
日
の
決
済

を
繰
り
延
べ
で
き
る
た
め
、
高
騰
し
た
価
格
で
の
債
券
購
入
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
が
導
入
さ
れ
る
ま
で
、
日
本
の
市
場
に
お
い
て
フ
ェ
イ
ル
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
国
債

の
決
済
方
法
で
あ
る
「
一
般
処
理
」
は
、
午
後
三
時
に
一
日
の
受
渡
を
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
す
る
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
決
済
で
あ
り
、
一
つ
の

参
加
者
の
決
済
不
履
行
が
参
加
者
全
体
に
波
及
す
る
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
を
包
含
し
て
い
た
。
フ
ェ
イ
ル
を
認
め
る
こ
と
は
、

参
加
者
の
決
済
の
繰
り
延
べ
で
あ
り
、
決
済
日
当
日
は
決
済
を
不
履
行
と
す
る
た
め
、
他
の
参
加
者
に
フ
ェ
イ
ル
が
波
及
す
る
怖
れ

が
あ
っ
た
。

こ
れ
が
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
の
稼
動
と
同
時
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
は
決
済
の
請
求
を
一
件
一
件
行
う
の
で
、
シ
ス
テ

ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
を
遮
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
フ
ェ
イ
ル
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
決
済
の
た
め
に
大
量
の
債
券
の
在
庫

を
抱
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
例
え
割
高
と
な
っ
て
も
、
債
券
市
場
で
必
ず
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
の
導
入
前
の
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
に
、
日
本
証
券
業
協
会
は
、「
国
債
の
即
時
グ
ロ
ス
決
済
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
発
表
し
た
。
こ
の
中
で
フ
ェ
イ
ル
に
つ
い
て
も
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設
け
て
い
る
。
フ
ェ
イ
ル
に
つ
い
て
は
、「
国
債
の
受
け
方
が
、

そ
の
渡
し
方
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
決
済
日
が
経
過
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
対
象
証
券
を
受
け
渡
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
い
う
。」

と
定
義
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
売
り
方
か
ら
行
う
フ
ェ
イ
ル
の
み
を
認
め
、
買
い
方
か
ら
の
フ
ェ
イ
ル
は
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
導
入
後
も
認
め
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な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
フ
ェ
イ
ル
を
慣
行
と
し
て
い
る
国
に
お
い
て
も
、
買
い
方
フ
ェ
イ
ル
は
極
力
回
避
す
る
べ
き

も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
バ
ッ
ド
・
フ
ェ
イ
ル
）
（
７
）。

前
述
の
「
国
債
の
即
時
グ
ロ
ス
決
済
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
中
で
、「
フ
ェ
イ
ル
は
、
決
し
て
推
奨
す
べ
き
状
態
で
は
な

く
、
ま
た
、
フ
ェ
イ
ル
の
多
発
は
取
引
の
円
滑
化
、
市
場
流
動
性
の
確
保
と
い
う
本
来
の
目
的
に
反
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
こ

と
か
ら
、
市
場
参
加
者
は
フ
ェ
イ
ル
を
可
能
な
限
り
回
避
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
フ
ェ
イ
ル
状
態
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
取
引
当
事
者
間
で
誠
実
に
対
応
し
、
フ
ェ
イ
ル
の
早
期
解
消
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。」
と
し
て
い
る
。

②
　
フ
ェ
イ
ル
の
コ
ス
ト

従
来
、
フ
ェ
イ
ル
が
慣
行
と
さ
れ
て
い
る
国
に
お
い
て
は
、
フ
ェ
イ
ル
を
行
っ
た
当
事
者
に
特
段
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
課
し
て
は
い

な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
例
え
ば
、
売
り
手
が
フ
ェ
イ
ル
を
行
っ
た
場
合
、
売
り
手
は
債
券
を
売
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
手
に
入
る
は
ず

で
あ
っ
た
資
金
を
別
の
手
段
に
よ
っ
て
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
資
金
調
達
に
は
コ
ス
ト
が
か
か
る
の
で
、
こ
れ
が
実
質
的
な

フ
ェ
イ
ル
の
ぺ
ナ
ル
テ
ィ
で
あ
っ
た
。
一
方
、
フ
ェ
イ
ル
を
さ
れ
た
方
の
買
い
手
は
、
債
券
が
引
き
渡
さ
れ
る
ま
で
代
金
を
支
払
う

必
要
が
な
く
、
こ
の
資
金
を
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
が
フ
ェ
イ
ル
を
行
っ
た
当
事
者
に
特
段
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
課
さ
な

か
っ
た
理
由
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
在
の
日
本
の
よ
う
な
超
低
金
利
下
で
は
、
売
り
方
の
フ
ェ
イ
ル
で
あ
ろ
う
と
も
フ
ェ
イ
ル
の
コ
ス
ト
が
非
常
に
小
さ

い
た
め
、
フ
ェ
イ
ル
が
悪
用
さ
れ
る
危
険
性
が
大
き
く
な
る
。
そ
こ
で
、「
国
債
の
即
時
グ
ロ
ス
決
済
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

で
は
、
別
途
、
暫
定
策
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
フ
ェ
イ
ル
の
コ
ス
ト
に
つ
い
て
、
遅
延
損
害
金
等
の
授
受
を
行
わ
な
い
こ

と
を
市
場
慣
行
す
る
も
の
の
、
現
状
の
よ
う
な
低
金
利
下
で
は
フ
ェ
イ
ル
の
多
発
と
い
っ
た
事
態
の
発
生
を
懸
念
で
き
な
い
と
し
て
、

暫
定
的
に
は
、
フ
ェ
イ
ル
を
さ
れ
た
国
債
の
受
け
方
は
フ
ェ
イ
ル
を
し
た
渡
し
方
に
対
し
て
、
フ
ェ
イ
ル
さ
れ
て
い
る
国
債
を
債
券
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貸
借
取
引
等
で
調
達
し
た
場
合
等
に
要
し
た
費
用
を
請
求
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
暫
定
策
は
、
十
分
経
済
合
理
性
が
働
く

と
判
断
さ
れ
る
時
点
ま
で
継
続
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

フ
ェ
イ
ル
に
関
し
て
は
、
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
導
入
前
に
、
前
述
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
作
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
月
一
九
日
に
発
生
し
た

フ
ェ
イ
ル
で
は
、
ル
ー
プ
取
引
で
あ
っ
た
た
め
、
誰
が
フ
ェ
イ
ル
を
起
こ
し
た
渡
し
方
で
あ
る
か
を
特
定
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ

た
。
そ
こ
で
、
投
資
家
に
債
券
を
渡
す
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
二
つ
の
証
券
会
社
は
、
当
該
債
券
を
レ
ポ
市
場
か
ら
調
達
し
、
そ
の

う
ち
一
つ
の
証
券
会
社
は
品
借
料
を
自
ら
負
担
し
た
。
こ
の
よ
う
に
フ
ェ
イ
ル
が
発
生
し
て
も
、
必
ず
し
も
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
通
り
に

は
運
営
さ
れ
て
い
な
い
。
一
月
は
、
市
場
参
加
者
は
フ
ェ
イ
ル
の
発
生
に
危
機
感
を
感
じ
て
お
り
、
フ
ェ
イ
ル
を
回
避
す
る
た
め
債

券
の
確
保
で
き
る
売
買
の
み
を
行
う
等
、
売
買
取
引
が
縮
小
し
た
。
二
月
以
降
、
売
買
は
回
復
し
た
が
、
今
後
も
フ
ェ
イ
ル
の
ル
ー

ル
を
市
場
参
加
者
が
理
解
し
、
必
要
以
上
の
フ
ェ
イ
ル
回
避
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
レ
ポ
市
場
を
活
性

化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
必
要
な
銘
柄
が
品
薄
と
な
ら
ず
、
い
つ
で
も
手
当
て
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
　
フ
ェ
イ
ル
を
容
認
で
き
な
い
参
加
者

日
本
証
券
業
協
会
が
作
成
し
た
「
国
債
の
即
時
グ
ロ
ス
決
済
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
あ
く
ま
で
も
市
場
参
加
者
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
を
直
ち
に
全
て
の
参
加
者
に
強
制
で
き
る
だ
け
の
拘
束
力
を
有
し
て
は
い
な
い
。
例
え
ば
、
官
公

庁
や
銀
行
は
実
質
的
に
フ
ェ
イ
ル
を
認
め
て
は
い
な
い
。
参
加
者
が
相
手
参
加
者
の
フ
ェ
イ
ル
に
よ
っ
て
、
債
券
を
入
手
で
き
な
い

場
合
は
、
自
ら
も
フ
ェ
イ
ル
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
の
時
、
取
引
の
相
手
方
が
フ
ェ
イ
ル
を
実
質
的
に
認
め
な
い
者
で
あ
っ
た
場

合
に
は
、
割
高
な
レ
ー
ト
で
あ
っ
た
と
し
て
も
債
券
貸
借
市
場
に
よ
っ
て
債
券
を
手
当
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
一
つ
の
決

済
シ
ス
テ
ム
の
中
に
、
フ
ェ
イ
ル
が
で
き
る
参
加
者
と
実
質
的
に
で
き
な
い
参
加
者
が
混
在
す
る
こ
と
は
、
複
雑
で
あ
り
、
実
際
は

フ
ェ
イ
ル
を
極
力
回
避
す
る
こ
と
に
帰
結
す
る
こ
と
に
な
る
。
国
債
の
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
の
導
入
と
同
時
に
フ
ェ
イ
ル
が
導
入
さ
れ
た
が
、
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フ
ェ
イ
ル
そ
の
も
の
を
見
直
す
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
導
入
さ
れ
た
フ
ェ
イ
ル
に
つ
い
て
参
加
者
が
順
応
し
、
広
く
利
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
３
）

Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
の
完
全
化

現
在
の
国
債
取
引
は
全
て
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
化
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
日
本
銀
行
が
外
国
中
央
銀
行
等
か
ら
保
護
預
り
し
て
い
る
国

債
の
受
渡
、
国
債
の
発
行
・
払
込
に
お
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
資
金
の
払
込
を
行
う
場
合
、
長
期
国
債
オ
ペ
（
国
債
買
切
オ
ペ
、

国
債
レ
ポ
オ
ペ
、
国
債
現
先
オ
ペ
）
等
に
よ
り
、
日
本
銀
行
が
譲
受
人
と
な
る
も
の
な
ど
の
場
合
、「
一
般
処
理
」
が
残
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
早
期
の
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
化
が
望
ま
れ
て
い
る
。
国
債
発
行
・
払
込
に
お
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
資
金
の
払
込
を

行
う
場
合
の
国
債
取
引
は
、
平
成
一
四
年
半
ば
を
目
途
に
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
化
が
実
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
四
月
二
四
日
、
日
本
銀
行
で

は
、
こ
の
他
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
化
予
定
を
発
表
し
て
い
る
（
８
）。

（
４
）
清
算
機
関
の
創
設

Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
決
済
に
大
量
の
証
券
お
よ
び
資
金
を
必
要
と
す
る
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
こ
れ
を
緩
和
す
る
た
め
、

清
算
機
関
の
設
立
を
求
め
る
声
が
関
係
者
か
ら
上
が
っ
て
い
る
（
９
）。

清
算
機
関
の
行
う
業
務
は
基
本
的
に
は
、
照
合
、
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ

そ
し
て
、
決
済
の
履
行
の
保
証
で
あ
る
。
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
決
済
を
相
殺
し
、
ネ
ッ
ト
尻
の
資
金
や
証
券
の
み
を
や
り
取
り
す
る
方

法
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
と
表
裏
の
関
係
に
あ
り
、
決
済
に
必
要
な
証
券
や
資
金
が
圧
縮
さ
れ
る
一
方
で
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・

リ
ス
ク
を
包
含
す
る
こ
と
に
な
る
。

次
号
で
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
国
債
、
政
府
債
の
決
済
お
よ
び
、
そ
の
清
算
会
社
で
あ
る
Ｇ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
（G

overn
m

en
t
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）
の
役
割
、
機
能
を
見
て
行
く
こ
と
と
す
る
。

５
　
ま
と
め

二
〇
〇
一
年
一
月
四
日
よ
り
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
が
開
始
さ
れ
た
。
昨
年
か
ら
テ
ス
ト
運
転
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
制
度
開
始
か
ら
数

ヶ
月
が
経
過
し
、
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
は
よ
う
や
く
参
加
者
に
浸
透
し
始
め
て
い
る
。
制
度
開
始
か
ら
一
ヶ
月
間
は
、
参
加
者
に
よ
る
手
控
え

も
見
ら
れ
た
が
、
そ
れ
以
降
は
、
決
済
さ
れ
る
取
引
量
も
制
度
開
始
以
前
の
水
準
に
戻
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
現
行
の
Ｒ
Ｔ
Ｇ

Ｓ
シ
ス
テ
ム
に
は
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
現
在
ま
で
の
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
が
ど
の
よ
う
な
現
状
に
あ
る
か
を
概
観
し
、
問
題
点
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
、
フ
ェ

イ
ル
に
つ
い
て
主
に
言
及
し
た
。
次
号
で
は
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
問
題
点
で
あ
る
清
算
機
関
の
設
立
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
政

府
証
券
の
決
済
制
度
、
そ
の
中
で
も
特
に
、
清
算
機
関
で
あ
る
Ｇ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
を
中
心
に
考
察
す
る
。

注（
１
）

http://w
w

w
.boj.or.jp/seisaku/99/seisak_f.htm

「
国
債
決
済
は
、
予
定
決
済
件
数
が
極
め
て
少
な
目
と
な
る
な
か
、
予
定
さ
れ
た
決

済
は
、
午
前
中
中
心
に
ほ
ぼ
す
べ
て
完
了
し
た
模
様
で
あ
る
。」

（
２
）

二
〇
〇
一
年
二
月
六
日
、
日
経
金
融
新
聞
。

（
３
）

「
国
債
の
即
時
グ
ロ
ス
決
済
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
日
本
証
券
業
協
会
、
平
成
一
二
年
一
二
月
。

（
４
）

http://w
w

w
.m

of.go.jp/singikai/kokusai/top.htm

「
国
債
市
場
懇
談
会
（
第
七
回
）
議
事
要
旨
」
お
よ
び
「
資
料
」
よ
り
。

（
５
）

拙
稿
「
国
債
の
保
有
形
態
―
登
録
国
債
と
振
決
国
債
」、『
証
研
レ
ポ
ー
ト
』
Ｎ
ｏ．

一
五
八
一
、
財
団
法
人
日
本
証
券
経
済
研
究
所
、
二
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〇
〇
〇
年
四
月
。

（
６
）

前
田
秀
紀
「
日
本
版
債
券
レ
ポ
市
場
の
現
状
と
課
題
」『
郵
政
研
究
所
月
報
』
一
九
九
八
年
二
月
号
参
照
。

（
７
）

二
上
季
代
司
「
債
券
取
引
に
お
け
る
フ
ェ
イ
ル
に
つ
い
て
」『
Ｃ
ａ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
レ
ポ
ー
ト
』
Ｎ
ｏ．

一
九
、
一
九
九
八
年
十
一
月
。

（
８
）

「
国
債
決
済
の
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
化
に
関
す
る
追
加
措
置
等
の
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
」、http://w

w
w

.boj.or.jp/seisaku/99/seisak_

f.htm

（
９
）

野
村
証
券
、
大
和
証
券
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
を
は
じ
め
と
し
た
大
手
証
券
会
社
な
ど
が
国
債
の
清
算
機
関
創
設
に
向
け
て
検
討
を
始
め
る
こ
と
が
報

じ
ら
れ
た
。
五
月
九
日
付
け
日
本
経
済
新
聞
。

（
ふ
く
も
と
　
あ
お
い
・
研
究
員
）
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